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材比は， 0.35， 0.50， 0.65とし，混和材の置換率に関しては，高炉スラグ微粉末で 30%，
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齢で比較することとしたD すなわち，水結合材比 35%においては，シリカフューム 15%置
換供試体は材齢 14日で，水結合材比 50%においてはF 高炉スラグ微粉末 30%置換供試体
は材齢42日，フライアッシュ 30%霞換， 45%置換， 60%置換供試体はそれぞれ材齢91日F



























































































































































































































材料物性 降伏強度(MPa) 413.7 













持続荷重による P45 1.806mm 
たわみ たわみ P75 12.578醐
鉄筋腐食率とそ 4.61% I 2.108mm 
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180ID18 13822 r既設構造物の評価方法j は， 1802394 r構造物の信頼性に関する一般
原則」に準じた安全性および使用性の要求性能に関する評価と判定の基準案について示さ
れたものである。図 6.1. 14は，この中で示された基本的な評価の流れを簡略的に表したも
のである。評価は簡易レベルと詳細レベルの 2段階で行い，最終的に判定を行う際には必
ず信頼性を評価することを要求している。つまり，性能保証をするためのシステムを構築
することを目的として一連の維持管理技術を統合化していく際にはF 信頼性を指標として，
より合理的な評価および判定を行えるようにすることが重要であるといえる。コンクリー
ト標準示方書[維持管理編]においても，これに対応するように， 2段階評価としラ判定に
おいて，適切な安全余裕を考慮して，性能を許容範囲内に維持することを基本としている。
2) 研究内容および成果
塩害劣化 RC橋の安全性評価に関する研究
近年，RC構造物の劣化が社会問題化し，その維持管理基準の制度化が急がれるとともに，
合理的な維持管理法の実用化が望まれている。本研究では，多主桁RC橋の塩害劣化に着目
し，既往の研究を基礎とし，劣化の促進要因として荷重による曲げひび割れを考患した経
時的な多主桁RC橋の劣化進行モデルの構築を試みたD また，多主桁RC橋では，塩害によ
る劣化速度やそれによる安全性の低下が桁ごとで不均ーとなり，複雑な状態となる。この
ような状態においては，各桁の剛性の変動による荷重の再配分が起こり，各桁に発生する
断面カにもばらつきが生じると考えられる。既往の研究では，この点が考慮、されていなか
ったが，本研究では，橋梁モデルの確率論的シミュレーションにより，劣化による断面力
再配分，断面力のばらつき，耐荷力低下とそのばらつきを評価し，各桁の安全性の低下の
特性を評価した。また本研究では，この点に主眼を霞き，既往の研究で考慮された潜伏期
のばらつきの影響については考慮しないものとした0'
本研究により，以下のことが明らかとなったD
(l)RC多主桁橋の塩害劣化の予測において，曲げひび割れを考慮、に入れた劣化予測手法を示
したD 曲げひび割れの影響を受ける領域は，他の領域と比べ，劣化進行が早いことが示さ
れた。また，多主桁矯のなかで劣化進行の遅い主桁が，その影響をより大きく受けること
がわかった。
(2)主桁剛性劣化モデルはF 既往の研究 7)で示された式を対象橋梁をモデル化した解析結果
を参考に改良し予その式に曲げひび割れが塩害劣化に与える影響を考慮することで，主桁
-41ー
断面開性低下を表した。断面カ解析の結果より p 材料特性やひび割れの影響を受けて断宙
開性が変動し，発生断面力のばらつきによる荷重再配分の影響を受け剛性の小さい桁にか
かる荷重を剛性の大きな桁が負担することが確認できた。
(3)今回の対象構造物で安全性指標8による評価を行った結果，最大断面カが発生する桁が
必ずしも危険な評価とならず，部材のみに着目した評価でなく，構造系の変化に留意した
評価が必要と思われる結果が得られた。
〈心各主桁に設定した標準偏差の値により，安全性指標8の値は，大きく変化することが示
された。今後は，各桁の変動係数の値を鉄筋の薦食にともない変化させ，より信頼性のあ
る評価結果が得られるようにする必要がある。
塩害劣化 RC犠の最適補強に関する研究
多主桁RC橋においては，塩害による劣化進行が部材毎に異なることが考えられ，構造安
全性の不均一な状態、が生じる。このような橋梁に対して，所要の要求を、満たすように，合
理的な補強対策を講じるためには，補強による構造安全性の変化に着目した檎強の最適化
検討が必要である。本研究では，塩害による劣化を生じたRC橋の安全性を改善するため，
外ケーブノレによる補強を対象として，まず，最適補強の概念と目標 した上で多属性
効用理論と遺伝的アノレゴリズム GAを用いて最適化計算を行い歩その特性について検討を
行った。
以下に本研究で得られた知見についてまとめる。
(1)最適補強の考え方として，目標供用年数，いくつかの補強時期を予め設定した上で，各
時期において補強量ができる限り少なくなるような最適補強量を求めることを目標とし，
同時に主桁関の間性バランスを改善することを考慮するものとした。その具体的手法とし
て多属性効用理論を適用して同一尺度に基づく多目的最適化問題として定式化し，遺伝的
アルゴリズム(GA)による演算法の適用を提案した。
(2)本手法を塩害劣化 RC橋に適用した結果，補強時期が早いほど補強量が少なくなる結果
となった。また，隠Ij性バランスの改善を考慮しない場合についても最適化を行った結果，
補強量はより小さくなった。しかし，安全性確保に対する余諮が小さくなり，主桁間の剛
性のバランスも改善されにくい結果となった。この場合には，早い時期に劣化程度の大き
な桁のみに補強し，開性バランスの改善を図ることが望ましいと考えられる。
〈担当:神戸大学@工学部・助教授，森)I1 英典〉
以下に研究成果の詳細を示す。
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